
 

 

 無事卒業  

 

  ３人の６年生が無事に巣立っていきました。６年生、保護者の皆様、改めてご卒業おめでと

うございました。 

 

式辞の中で３人に向けて話したメッセージです。多くの場面で先頭に立ってみんなのため

を考え、まとめていこうとする立派な主人公でした。 

 

子どもたちにとって、一番せまい世界である「家」で子どもたちを見守り、共に喜んだり悩

んだりしてくださった家族の皆さん、本当にありがとうございました。 

子どもたちの世界を広げてくださった地域の皆さんや大草応援団の皆さん、本当にありが

とうございました。 

これからもどうぞ、子どもたちをそれぞれの立場で支えてほしいと思います。学校も全力で

応援します。いつでも遊びに来てください。（十字池の掃除、またやりたいですね！） 

 

 

今回、卒業生保護者の皆様から、学校で使ってほしいと「電動鉛筆削り器」を２台購入し

ていただきました。先輩たちの自主学習や学習の様子を参考にしながら、どんどん鉛筆をと

いで後輩たちにも賢くなってほしいと願っています。ありがとうございました。（職員室で試し

てみましたが、使い心地抜群でした！） 
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令和 7年 3月 19日   校長 山口 隆 

 

校内百人一首大会に向けて、お家でも特訓し、大会では凄まじい速さで札をとっていました。また、放

課後の砂場で、幅跳びの練習をする姿を何度も見ました。小体連ではその成果を存分に発揮すること

ができましたね。目標に向かって努力する姿が大変素晴らしかったです。 

とても中身の濃い自主学習や自由研究に取り組んでいましたね。環境問題について調べるだけ

でなく、その後のゴミ拾い活動にまでつなげる行動力があります。そして、豆を何度もつぶし

ながら頑張った太鼓リーダーの姿と声は大変素晴らしかったです。 

ランチルームでは一年生が食べ終わるまで優しく見守ってくれました。運動会で声をからし、

体を反らして応援する姿は、応援団長の鑑でした。国語では、読み取ったことを得意の絵で表

しましたね。大きな舞台でも物おじせずに話す姿が大変素晴らしかったです。 


